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【背景・目的】 診断用アナログ受像系の鮮鋭度は、ＭＴＦ測定により評価され

ている。臨床においては、ＭＴＦに基づいて画像作成を行っているが、視覚的

評価法の結果も重要とされている。ＭＴＦ値は空間周波数により変化するため、

通常、鮮鋭度評価は人間の眼の分解能に合わせた空間周波数：2.0Lp/mm で

行っている。この空間周波数（2.0Lp/mm）は、「特定空間周波数」と呼ばれ、診

断用アナログ受像系のＭＴＦにおいて評価基準とされている。 

 そこで、我々は「第 28 回ＰＦシンポジウム」で報告したアナログ受像系の単色

Ｘ線のＭＴＦ測定結果から、単色Ｘ線においては特定空間周波数を 2.0Lp/mm

以外で設定することを提案・検討したので報告する。 

【方法】 ①試料作成は BL-14C の単色Ｘ線（33keV）を使用し、「コントラスト法

（矩形波チャート法）」で画像を得た。②単色Ｘ線画像を視覚的評価し、分解可

能な空間周波数を探した。③診断用Ｘ線での空間周波数：2.0Lp/mm のＭＴＦ

値：0.546（「第 28 回ＰＦシンポジウム」で報告）を基に、ＭＴＦ値：0.600～0.400 で

特定空間周波数の設定を行った（Fig.1）。 

【結果・まとめ】 ①視覚的評価では、空間周波数：3.0Lp/mm の画像は分解可

能と判断された。②ＭＴＦ値：0.600～0.400 では、空間周波数：2.5～3.5Lp/mm

となった。③単色Ｘ線での特定空間周波数は、3.0Lp/mm に設定することを提

案したい。 
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